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静岡地学第 49号 (1984)

地学散歩 (29)

三宅 島の噴火*

半田孝司料

神着 噴火から 4カ月過ぎた冬の三宅島を訪れた。島の

西部、阿古地区の 300余戸の家は、中腹から流れ出

た溶岩の下に消えていた。阿古地区は 340年前にも

全く向じ様な被害を受けている O その溶岩の上に

立って、雄山を見上げると、溶岩の流れは細く長く

続き、陽を受けて赤茶色にみえた。しかし、累々と

なる足元の溶岩はまっ黒である O よく見るとあち

こちに、かげろうがたっている O 近づくと昇華物が

付着しており、紫色に変色した部分はまだ熱気が

あって、うっかり手を出せない程である。玄武岩質

の溶岩は流れ易く、わずか 4時間足らずで阿古集落

を埋めてしまった。南の方へ流れた溶岩は粟辺の民

宿など数戸をのみこみ海に達している O 三宅島の噴

Jー~一~\~下 火の記録問。年前…間一で四日
を数える O 比較的おだやかな山腹の割れ目噴火の様

北方からみた三宅島 式は、この火山の特徴である O 噴火のたびに場所を

変えるので、結局四方八方に溶岩を流出させる O このため島全体が危険である。この島が丸い形で山

容がなだらかなのもこうした性質を表わしている O もう一つの噴火の特徴に海岸近くで起こる水蒸気
ンミョウイケ ニツノ号ナ

爆発がある O 今回も山腹火口列の延長上の島の南部、新湾油、新鼻付近に起こった。主に地下水がマ

グマに熱せられて生じた水蒸気が圧力を増し、一気に岩石や土砂を噴きとばす、すさまじい爆発であ

るO 新しい爆発口に隣り合せた新湾池(I日火口)は干あがってしまった。新鼻の噴石丘に登ってみる

と硫黄臭がして相当な熱気が残っている O温度計を 10cm差し込むとたちまち 240
0

Cを示した。辺りに

は岩片に混って貝殻がみちれた。形が以外にしっかりしたタカラ貝等である。新鼻の最南端に生じた

爆発口は、すでに波に洗われて無い。汀線から数日mの所にある爆発口をのぞきこむと、沸きあがる

湯けむりの中に黄緑色の池がみえ、すいこまれそうな恐怖感である O 新涛池付近では爆発でふきとん

だ大きな岩塊が散乱し、この噴石を空から受けた樹木は枝葉はもち論、太い幹も無惨にそがれている。

この光景は忘れ難い。新湾池から東へ 2kmの所に島最大の大路池がある O この池も古い火口の一つ

で、全島の水道をまかなう大切な水源である O しかし、おびただしい降灰に覆われ、かつてはうっそ

うとしていた椎の原生林は葉をすべて務され様子が一変した。加えて火山性地震による崩壊も発生し

て、大木が根こそぎ池にすべり落ちている O この辺りに緑がよみがえり、小鳥達が遊ぶ日はいつのこ

とであろう。こうした惨状をみて、なお、「噴火前を知らない人は、その恐ろしさは半分にも感じない

でしょう」と言った宿の主人の言葉が印象的であった。三宅島は恐ろしい活火山であるが、また、非

常に美しい島でもある O

*昭和 58年 10月3B 15時 30分から約 10時間噴火は続いたO 村静岡大学教育学部
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写真 1. 58年 10丹4日飛行機からみた新湾地・新鼻付近。左の池は今は波に洗われて消失

した O 右の新津池も今は子あがって美しい亀甲模様の底をみせている O

(東大・教養学部大島治氏提供)

厚く積ったスコリアにより、焼けただれた自動
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写真3 噴火口列中央付近の東側に降りつもったスコ 1 写真4 阿古中学校まで押し寄せた溶岩流の末端部。

1)アにより急げきな熱を受け白骨の様になっ 2階の教室も溶岩で埋っている。

た倒木。

写真5 噴火口直近に落下した火山弾。溶岩餅が多く、

この様な紡錐形のものは極めて少ない O

6 阿古集落を埋めた溶岩原にみられる溶岩樹型。

樹型中心部に木炭がつまっている O

新;零池付近に起った水蒸気爆発によって多量

の噴石を受け、幹だけになった樹木。遠景は

20km離れた御蔵島 O

上部には粟辺に流れた溶岩流がみられる O

(59.2 .14) 
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